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【
質
問
】諫
早
平
野
に
、就
農
希

望
者
を
呼
び
込
み
定
着
し
て

も
ら
う
た
め
に
は
、県
内
を
代

表
す
る
施
設
園
芸
団
地
を

造
っ
て
い
く
べ
き
と
考
え
る

が
、県
の
見
解
は
。

【
答
弁
】県
で
は
、国
庫
事
業
等

を
活
用
し
、意
欲
あ
る
市
町
と

と
も
に
、農
協
等
が
行
う
新
規

就
農
者
向
け
の
園
芸
リ
ー
ス

ハ
ウ
ス
整
備
へ
の
支
援
な
ど
に

つ
い
て
検
討
し
て
お
り
、新
規

就
農
者
の
さ
ら
な
る
確
保
や

定
着
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。こ
う
し
た
取

組
を
諫
早
平
野
に
お
い
て
も

展
開
で
き
る
よ
う
、市
や
農
協

な
ど
関
係
団
体
と
引
き
続
き

協
議
し
て
い
き
た
い
。

諫早平野における
施設園芸団地化の
推進について
八江　利春〈諫早市/自由民主党〉

【
質
問
】グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に

お
い
て
、茶
道
や
華
道
な
ど
和

の
文
化
継
承
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

【
答
弁
】茶
道
や
華
道
な
ど
、我

が
国
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
和

の
伝
統
文
化
は
、日
本
人
と
し

て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
や

グ
ロ
ー
バ
ル
な
価
値
観
を
育

て
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も

の
で
あ
り
、次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
、触
れ
た
り
習
得
す

る
機
会
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。和

の
文
化
に
触
れ
て
、国
内
外
の

方
と
交
流
を
深
め
る
機
会
で

も
あ
る
国
民
文
化
祭
に
も
、多

く
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
す

る
機
会
を
確
保
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

和の文化継承に
ついて
浅田　ますみ〈長崎市/自由民主党〉

【
質
問
】親
元
就
農
者
が
対
象

と
な
ら
な
い
国
の
支
援
制
度

に
つ
い
て
、県
の
見
解
は
。

【
答
弁
】既
に
経
営
基
盤
が
あ

る
親
元
就
農
の
場
合
は
、新
規

作
物
の
導
入
な
ど
、新
規
就
農

者
と
同
等
の
リ
ス
ク
を
負
っ

て
経
営
を
開
始
す
る
こ
と
が

支
援
の
要
件
と
な
っ
て
い
る
。

県
と
し
て
は
、親
元
就
農
者
の

確
保
は
農
家
の
経
営
が
次
世

代
に
継
承
さ
れ
る
大
変
重
要

な
取
組
と
考
え
て
お
り
、親
と

同
じ
作
目
で
あ
っ
て
も
、新
た

に
規
模
拡
大
し
設
備
投
資
な

ど
の
経
営
リ
ス
ク
を
負
う
場

合
に
は
、支
援
の
対
象
と
す
る

よ
う
国
に
対
し
引
き
続
き
要

望
し
て
い
き
た
い
。

親元就農に対する
支援について
北村　貴寿〈大村市/自由民主党〉

【
質
問
】不
妊
治
療
の
長
崎
県

独
自
施
策
の
事
業
化
に
向
け

て
の
調
査
及
び
検
討
の
進
捗

状
況
は
。

【
答
弁
】県
で
は
、保
険
適
用
後

の
状
況
等
を
把
握
す
る
た
め

に
、県
内
の
生
殖
補
助
医
療
を

実
施
す
る
医
療
機
関
に
対
し

て
、令
和
４
年
４
月
か
ら
７
月

ま
で
に
不
妊
治
療
を
受
け
ら

れ
た
方
の
人
数
、ま
た
保
険
適

用
外
と
な
っ
た
治
療
の
件
数

等
に
つ
い
て
、
調
査
を
行
っ

た
。今
後
、調
査
結
果
や
他
県

で
の
事
業
の
実
施
状
況
等
を

考
慮
し
な
が
ら
、ど
の
よ
う
な

支
援
が
必
要
か
、様
々
な
観
点

か
ら
、さ
ら
に
検
討
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

不妊治療について

山田　朋子〈佐世保市・北松浦郡/改革２１〉

【
質
問
】新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
を
２
類
相
当
か
ら

５
類
へ
の
引
き
下
げ
る
こ
と

に
つ
い
て
の
所
見
と
課
題
は
。

【
答
弁
】通
常
の
医
療
機
関
で

発
熱
患
者
の
受
診
が
可
能
と

な
る
一
方
、地
域
ご
と
の
感
染

状
況
の
把
握
方
法
の
確
立
や

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
取
り
扱
い
、

保
険
診
療
に
よ
る
自
己
負
担

の
発
生
な
ど
整
理
す
べ
き
課

題
が
あ
る
。県
で
は
、５
類
相

当
へ
の
移
行
を
想
定
の
う
え
、

コ
ロ
ナ
医
療
と
通
常
医
療
の

両
立
を
目
指
し
、診
療
・
検
査

医
療
機
関
や
コ
ロ
ナ
病
床
を

有
す
る
医
療
機
関
の
拡
充
や

見
直
し
を
進
め
て
き
て
お
り
、

国
の
動
向
を
注
視
し
、対
応
し

て
い
く
。

感染症法での2類
相当から5類への
引き下げについて
前田　哲也〈長崎市/自由民主党〉

【
質
問
】農
地
の
基
盤
整
備
に
つ

い
て
島
原
半
島
、特
に
島
原
市

で
の
実
施
状
況
、新
規
地
区
の

予
定
、ま
た
令
和
５
年
度
の
国

の
農
業
農
村
整
備
事
業
の
概

算
要
求
の
状
況
と
予
算
確
保

に
向
け
た
県
の
取
組
状
況
は
。

【
答
弁
】今
年
度
の
農
地
の
基

盤
整
備
事
業
は
県
全
体
で
32

地
区
、島
原
半
島
地
域
で
12
地

区
、島
原
市
で
は
３
地
区
で
実

施
し
、新
規
地
区
と
し
て
は
一

野
地
区
を
予
定
し
て
い
る
。令

和
５
年
度
の
国
の
概
算
要
求

は
対
前
年
度
比
１
１
８
％
の

５
２
７
３
億
円
で
あ
り
、今
年

度
も
予
算
確
保
に
向
け
て
政

府
施
策
要
望
の
重
点
項
目
と

し
て
国
へ
要
望
し
て
い
る
。

農地の基盤整備事業
について
山本　由夫〈島原市/自由民主党〉

【
質
問
】動
物
愛
護
管
理
を
推

進
す
る
条
例
が
し
っ
か
り
機

能
す
る
拠
点
施
設
が
必
要
と

考
え
る
が
、ア
ニ
マ
ル
ポ
ー
ト

（
野
良
犬
や
野
良
猫
を
保
護
す

る
動
物
管
理
所
）の
建
替
え
に

つ
い
て
見
解
を
お
尋
ね
し
た

い
。

【
答
弁
】犬
、猫
の
殺
処
分
ゼ
ロ

を
目
指
す
う
え
で
拠
点
施
設

の
再
整
備
は
必
要
な
こ
と
で

あ
り
、今
後
、ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
策
定
を
急
ぐ
と
と
も
に
、再

整
備
の
場
所
、拠
点
施
設
の
機

能
、構
造
な
ど
、具
体
的
に
検

討
す
る
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

年
度
内
に
も
一
定
の
方
向
性

が
得
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

大村のアニマルポート
の建替えについて
小林　克敏〈大村市/自由民主党・県民会議〉

【
質
問
】令
和
４
年
で
３
年
目

を
迎
え
る
前
期
・
後
期
の
入
試

制
度
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

総
括
し
、今
後
、ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
。

【
答
弁
】前
期
試
験
で
は
全
て

の
受
検
生
が
自
ら
行
き
た
い

高
校
を
選
び
受
検
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
、前
期
試

験
で
不
合
格
と
な
っ
た
場
合
、

学
習
意
欲
が
低
下
し
、後
期
試

験
を
諦
め
た
生
徒
が
い
た
と

の
話
も
聞
い
て
い
る
。今
後
、

学
校
関
係
者
や
保
護
者
、受
検

し
た
高
校
生
な
ど
、様
々
な
立

場
の
方
か
ら
意
見
を
聞
き
取

り
、現
行
制
度
の
検
証
を
行
い

な
が
ら
、よ
り
よ
い
入
試
制
度

と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
。

公立高校の入試に
ついて
千住　良治〈諫早市/自由民主党〉

【
質
問
】会
合
に
つ
い
て
、長
崎
大

学
の
感
染
症
研
究
や
本
県
の
多
彩

な
魅
力
、被
爆
地
と
し
て
の
平
和

へ
の
思
い
等
を
世
界
に
向
け
て
積

極
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
機
会
に
す

べ
き
と
思
う
が
、今
後
ど
う
取
り

組
む
の
か
。

【
答
弁
】感
染
症
研
究
の
実
績
や
被

爆
の
実
相
な
ど
に
触
れ
て
も
ら
う

た
め
の
施
設
を
会
合
の
視
察
先
と

し
て
国
に
提
案
し
て
い
る
。
ま

た
、海
外
メ
デ
ィ
ア
向
け
の
プ
レ

ス
ツ
ア
ー
、県
産
食
材
を
活
用
し

た
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、県
民
へ
の

会
合
開
催
の
周
知
や
歓
迎
意
識
の

醸
成
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
な

ど
を
企
画
し
て
お
り
、オ
ー
ル
長

崎
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｇ７長崎保健大臣
会合について
深堀　ひろし〈長崎市/改革２１〉

【
質
問
】様
々
な
分
野
に
お
い

て
、ク
ー
ポ
ン
券
の
デ
ジ
タ
ル

化
は
必
須
で
あ
り
、ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
か
つ
安
価
に
事
業
構

築
が
図
ら
れ
る
よ
う
、県
で
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
準
備
し
、

他
の
自
治
体
等
と
連
携
し
な

が
ら
運
用
す
べ
き
と
考
え
る

が
、県
の
見
解
は
。

【
答
弁
】県
民
の
利
便
性
向
上

や
地
域
活
性
化
を
図
る
中
で
、

電
子
ク
ー
ポ
ン
の
活
用
に
積

極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
、汎
用
性
の

あ
る
基
盤
の
構
築
が
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、各
分
野
の
事

業
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

市
町
と
の
共
同
利
用
の
実
現

可
能
性
を
含
め
、検
討
し
た
い
。

電子クーポン事業の
基盤構築について
川崎　祥司〈長崎市/公明党〉

【
質
問
】工
事
を
中
断
し
、反
対

住
民
と
話
合
い
を
継
続
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

【
答
弁
】こ
れ
ま
で
２
度
話
合

い
の
機
会
を
い
た
だ
い
た
が
、

い
ず
れ
も
工
事
は
中
断
せ
ず

実
施
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。近

年
、全
国
各
地
で
甚
大
な
自
然

災
害
が
頻
発
す
る
中
、地
域
住

民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
は
行

政
の
重
要
な
責
務
で
あ
り
、一

日
も
早
く
石
木
ダ
ム
を
完
成

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。ま
た
、

先
般
の
９
月
定
例
会
で
は「
石

木
ダ
ム
建
設
推
進
に
関
す
る

決
議
」が
可
決
さ
れ
た
。工
事

を
進
め
る
こ
と
に
ご
理
解
い

た
だ
き
、話
合
い
を
継
続
さ
せ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
き
た
い
。

石木ダム事業について

 堀江　ひとみ〈長崎市/日本共産党〉
【
質
問
】若
い
世
代
が
外
国
語
に

よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

や
、グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
を

養
う
こ
と
は
、外
国
人
の
多
い

県
北
地
域
の
将
来
を
支
え
る
人

材
育
成
に
も
つ
な
が
る
。県
北

地
域
の
県
立
学
校
に
お
け
る
グ

ロ
ー
バ
ル
教
育
の
取
組
状
況
は
。

【
答
弁
】来
年
度
か
ら
文
理
探
究

科
が
設
置
さ
れ
る
佐
世
保
南
高

校
、猶
興
館
高
校
で
は
、ネ
イ

テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
と
の
オ
ン

ラ
イ
ン
レ
ッ
ス
ン
に
よ
る
実
践

的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
育
成
を
、佐
世
保
商
業
高

校
で
は
、海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

や
国
際
交
流
の
機
会
に
自
ら
参

加
す
る
こ
と
で
語
学
力
と
国
際

感
覚
の
育
成
を
図
っ
て
い
る
。

県北地域の県立学校
における外国語教育
の現状について
宮島　大典〈佐世保市・北松浦郡/オールながさき〉

令和４年１０月臨時会、１１月定例会が開催され活発な論議が交わされました。

令
和
４
年
10
月
臨
時
会
は
、10
月
31
日
か
ら

11
月
１
日
ま
で
開
か
れ
、「
令
和
４
年
度
長
崎
県

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
10
号
）」の
議
案
が
上
程

さ
れ
、原
案
の
と
お
り
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
11
月
定
例
会
は
、
11
月
25
日
か
ら

12
月
20
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

開
会
初
日
は
、
９
月
定
例
会
で
継
続
審
査
と

さ
れ
て
い
た
「
令
和
３
年
度
長
崎
県
一
般
会
計

決
算
及
び
各
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
」な
ど
３
件
を
認
定
し
ま
し
た
。

　

次
に
、「
令
和
４
年
度
長
崎
県
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
11
号
）」な
ど
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、
大

石
知
事
が
県
政
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
報
告

し
、
当
面
す
る
諸
課
題
に
つ
い
て
所
信
を
述
べ

る
と
と
も
に
、
提
出
議
案
に
つ
い
て
提
案
理
由

の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、12
名
の
議
員
が
登
壇
し
、知

事
の
政
治
姿
勢
、長
崎
県
の
財
政
、国
民
保
護
訓

練
、
長
崎
県
版
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
、
県
北
・

佐
世
保
の
振
興
、文
化
、観
光
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
、動
物
愛
護
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
な
ど
福
祉
行
政
、
食
育
な
ど
子
育
て
支

援
と
教
育
の
充
実
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
へ
の
支
援
な
ど
産
業
振
興
、
島
原
半
島
に
お

け
る
農
地
の
基
盤
整
備
事
業
な
ど
農
業
振
興
、

九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
の
整
備
促
進
、
ミ

ラ
イ
on
図
書
館
の
大
村
市
移
転
に
よ
る
成
果
、

教
育
行
政
な
ど
様
々
な
事
項
に
つ
い
て
活
発
な

論
議
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
要
す
る
経
費
、
災
害
復
旧

に
要
す
る
経
費
、
職
員
給
与
費
の
既
定
予
算
の

過
不
足
の
調
整
及
び
給
与
改
定
に
要
す
る
経

費
、
そ
の
他
緊
急
を
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
編

成
さ
れ
、
12
月
20
日
に「
物
価
高
克
服
・
経
済
再

生
実
現
の
た
め
の
総
合
経
済
対
策
」
に
伴
う
国

の
補
正
予
算
等
に
対
応
す
る
た
め
に
要
す
る
経

費
と
し
て
「
令
和
４
年
度
長
崎
県
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
13
号
）」
な
ど
３
件
の
議
案
が
追
加

上
程
さ
れ
、一
般
会
計
４
３
５
億
１
，０
０
２
万

円
の
増
額
補
正
と
な
り
、
本
年
度
の
一
般
会
計

の
歳
入
歳
出
予
算
額
は
、
８
，
３
４
５
億
２
，
４

２
１
万
６
千
円
と
な
り
、
昨
年
同
期
の
予
算
と

比
べ
、１
４
０
億
１
，９
１
５
万
４
千
円
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
34
件
の
議
案
を
原
案
の
と

お
り
可
決
、
同
意
、
認
定
す
る
と
と
も
に
、
２
件

の
請
願
を
不
採
択
と
し
、
ま
た
、「
保
育
人
材
の

確
保
及
び
処
遇
改
善
等
を
求
め
る
意
見
書
」
な

ど
２
件
の
意
見
書
を
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

【質問】「職員の給与に関する条例等の一部を改
正する条例」に関し、全国的に行政における獣医
師不足が言われている中、今後、計画的に採用
していくうえで、競合するところが多くあると思
うが、どのように考えているのか。
【答弁】今回の改正で、初任給と採用１年目の初
任給調整手当の合計額が九州１位となり、人材
確保面の改善は図られると考えているが、処遇
改善のみでは受験者数や、採用者数が直ちに増
える見込みは立ちにくいと考えている。人材確
保に当たっては、処遇改善と併せ、修学資金の貸
与事業や、インターンシップ研修、獣医系の大学
での就職説明会など、採用に直結する総合的な
対策をしっかりと行っていきたい。
【主な論議事項】電子クーポンの導入／離島航
路の維持　等

【質問】「県立大学の第４期中期目標素案におけ
る研究成果の公表及び社会への還元」に関し、
情報セキュリティ産学共同研究センターでの研
究成果を地域に還元するためには、知的財産の
帰属について検討しておく必要があるが、どの
ような状況か。
【答弁】情報セキュリティ分野においては、これ
まで特許取得の事例はないが、今後そのような
案件が発生するとも聞いている。「地域還元」が
県立大学の使命であることから、地域還元に繋
がるような研究内容については、権利の帰属に
ついて、共同研究企業と充分、協議・調整をしな
がら進めていきたい。
【主な論議事項】被爆体験者の救済／子どもの
医療費助成制度　等

【質問】「長崎県動物の愛護及び管理に関する条
例」に関し、「動物の愛護及び管理に関する普及
啓発や、殺処分がなくなることを目指し収容動
物の譲渡を推進する」とのことだが、具体的に
どのような取組を行うのか。
【答弁】殺処分ゼロを目指し、保健所への収容数
の減、譲渡の推進、市町やボランティア等との連
携について検討し、今年度中にロードマップを
完成させる予定である。また、１０頭以上の多頭
飼養となる場合、保健所等への届出を義務化す
ることで、多頭飼養の抑制に繋がると考えられ
ることから、本条例の周知を徹底していきたい。
【主な論議事項】契約の締結／最低制限価格の
引き上げ／インバウンドの推進／中期経営計画
の見直し　等

【質問】通称「おのうえの丘」の指定管理につい
て、提案者から施設の有効活用並びに賑わいの
創出のために、どのような提案があったのか。
【答弁】具体的な提案としては、水辺の森公園な
どと連携した取組や県民や観光客の利用促
進、また、バザーなど体験型の取組が提案され
ている。年次計画と５カ年計画を作成し、どう
いったイベントを開催するのか、参加人数はど
の程度を見込むのかなど指標を作成してもら
い、賑わいの創出に繋がっているのか進捗を確
認していく。
【主な論議事項】スタートアップ企業の集積促進
／工業技術センター及び窯業技術センターの
研究成果／肥料価格の高騰対策／スマート農業
の推進／水産業を担う若手の就業者の支援

【質問】「観光需要回復促進事業費」に関し、全国旅
行支援については、本県に多大な経済効果を与え
ていると考えており、年明け以降、割引率が低減
されるなど支援内容が変更されることにより、利
用率が減少することも考えられるが、活用可能な
予算64億１千万円については、余らせることなく
しっかりと執行し、さらに予算が不足する場合に
は適切に対応していただきたいと思うがどうか。
【答弁】支援内容の変更による利用率の変化については
予測が難しいが、利用率が減少することも想定される
ことから、年度内の予算執行が難しい場合には事業の
繰越も検討していきたい。また、予算が不足する場合に
は早期に協議するよう国からも求められていることか
ら、執行状況を踏まえながら適切に対応していきたい。
【主な論議事項】マイナンバーカード普及促進事
業費　等
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12月5日に「長崎県立大学生と議員との交流事業」を開催しました。
学生の県議会に対する理解促進や主権者教育、様々な地域課題や魅力ある地
域づくり等について高度な識見を有する人材育成を図るため開催するもので、
大学生9名と各会派から選出された6名の議員が参加しました。
はじめに、一般質問の様子を傍聴した後、議員に対してインタビューを実施しま
した。それぞれの学生が興味・関心が高いテーマを選出し、「観光」、「公共交通」、
「人口減少対策」などについて議員と活発な意見交換が行われました。

12月15日に「高校生と議員との交流事業」を県議会として初めて開催しました。
これは、ふるさとの未来を担う高校生の県議会に対する理解の促進と主権者と
しての政治参加意識の醸成と向上を図るために開催されたもので、県内の6つ
の高校の生徒27名と各会派から選出された議員11名が参加しました。
はじめに各校の生徒が地域活性化などの政策提案等を発表した後、各高校ごと
に分かれ、議員と自由に意見交換を行いました。　　
意見交換の中では、発表した政策提案に対して議員が助言を述べるとともに、生
徒が議員に対して活発に質問を行いました。

議員等提出の案件 ・発議……２件（可決） ・意見書……２件（可決）

請　願 ２件（不採択）

〇保育人材の確保及び処遇改善等を求める意見書
〇中小・小規模事業者に対する支援及び支援体制の拡充・強化を求める意見書

可決された意見書

審査した案件と結果

知事提出の議案 ・予算……１０件（可決）
・条例……９件（可決）

・認定……３件（認定）・事件……９件（可決）
・人事……１件（同意）

連携協定に基づく長崎県立大学生と議員との交流事業高校生と議員との交流事業

お知らせ

動画配信

本会議・委員会の中継・録画配信をしています。
一般質問の表題横のQRコードからそれぞれ
の録画にアクセスできます。

次回定例会

テレビ放送

令和５年２月２０日に開会予定です。

「県議会リポート」令和５年１月２８日（土）１５：５５～１６：２５
NCC長崎文化放送　５ch

〇平成８年２月～令和４年９月定例会の本会議・常任委員会
〇平成２４年４月～令和４年９月分の特別委員会
〇本会議･委員会は、原則としてだれでも傍聴できます。

ホームページ・会議録 なお、新型コロナウイルス感染症対策として
傍聴席数を制限しています。

長崎県議会

会議録全文を掲載しています。

長崎県議会議員永年勤続者表彰式及び
全国都道府県議会議長会永年勤続功労者表彰伝達式

　１１月２５日の本会
議終了後、標記表彰
式・表彰伝達式を議場
にて実施しました。議
長から表彰状と記念
品の贈呈があり、知事
からお祝いの言葉が
述べられ、小林議員が
表彰者を代表してあ
いさつされました。

【長崎県議会議員永年勤続者表彰】
（在職20年）
溝口芙美雄議員、坂本智徳議員、
瀬川光之議員
（在職15年）
外間雅広議員、堀江ひとみ議員、
山田朋子議員

【全国都道府県議会議長会永年勤続功労者表彰】
（在職25年以上）
小林克敏議員
（在職20年以上）
溝口芙美雄議員、坂本智徳議員、瀬川光之議員
（在職15年以上）
外間雅広議員、堀江ひとみ議員、山田朋子議員


